
2016年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL76316B09）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ウズベキス
タン G126 サッカー 個別 新規 2年 ・2017/1 ・2017/2 ・

2017/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

国民教育省

2）配属機関名（日本語）

ヒバ第12サッカー寄宿学校

3）任地（ ホレズム州ヒバ市 ） JICA事務所の所在地（ タシケント市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+車 で 約 2.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

同校は全国に28校ありサッカーに重点を置く寄宿学校の一つ。1992年創立。教職員約50名、生徒数約100名。生徒は5～
9年生(日本の小学5年生～中学3年生)で、ほぼ全員が学校内の寮に住み、通常の学校の授業に加えて、毎日サッカーの練
習に取り組んでいる。卒業後は、高校生の年代が通うオリンピックカレッジ(スポーツ専攻の職業高等学校のようなも
の)に進学する者が多い。当国にはプロリーグも存在しており、同校からプロリーグチームの下部組織へと移る生徒もい
る。

【要請概要】
1）要請理由・背景

当国のサッカー男子代表は、W杯へ出場したことはないが、過去に1994年広島で開催されたアジア競技大会での優
勝、2011年アジアカップでのベスト4進出など、アジアの中である程度の成績を収めており、サッカーは当国で最も人
気のあるスポーツの一つとなっている。サッカー寄宿学校では学年ごとに練習を行い、担当するコーチも学年ごとに決
まっている。毎年3月に開催されるサッカー寄宿学校全国大会でよい成績を収めることが最大の目標となっており、その
ために理論に基づいたより効果的な練習を実施するために隊員の要請がなされた。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

隊員には初心者への指導が期待されている。
1. 毎日の練習における直接の指導
2. 競技力向上に向けた練習メニューや指導方法について同僚コーチとの協議
3. 各種大会への引率同行
4. その他、配属先の求める業務
練習時間は学年によって異なり、週に12～20時間。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

ボール、ゴール、練習場、スタジアム、体育館、他

4）配属先同僚及び活動対象者

同僚:
コーチ6名、20～50代、5名大卒 1名スポーツ学校卒、全員C級ライセンス取得
2～12年の経験
活動対象者:
5～9年生の生徒(日本の小学5年生から中学3年生)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

ウズベク語

6）生活使用言語

ウズベク語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（ステップ気候）　気温：（-20～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
隊員には学校の寮に住んでほしいという配属先の希望がある。
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